





































第 3節 地方書店 (地店・地本屋) のネットワーク化

























nichtlegitime Herrschaft － Typologie der
Stadte) として捉えている (大内 1982, 2034)｡
非正統的な秩序の中に歴史の創造性が胚胎するも
のと考えると, 言葉や書かれた物を媒介した,


















1755年である (ヒッチングス 20052007)｡ 日本
の活字知識事情はどうであったか｡ 百科全書に対
応する書物は ｢本草｣ が付く書名の本で, 林羅山
が 1590年に明から購入した 『本草綱目』 が知ら
れている｡ しかし, 純正和本としての百科事典は




点では, 早くも 17世紀末 1692 (元禄五) 年刊行





一之巻 天台, 日蓮, 倶舎, 律, 華厳, 法相,
真言
二之巻 禅, 僧の伝記, 浄土, 一向, 法語類
三之巻 儒, 文, 伝記, 故事, 雑書, 詩集, 字
書, 暦占, 軍書
四之巻 神道, 有職, 医書, 外科, 歌書, 連歌,
俳諧, 仮名和書
五之巻 女子用の書, 謡, 音曲, 算, 碁, 茶,
花, 礼法, 料理, 名所図会, 道中記, 紀






いることにも着目している (吉田 1987, 241)｡
私はそれらに加えて, 茶, 礼法, 随筆, 草子もの,






西洋のレトリック (弁論術 (大内 2008, 183))
が移植された後に, 明治時代に創業された出版社
























































時代の初期にかけては ｢下克上｣ ＝ ｢万人の万人
に対する闘争状態｣ であったのではないか｡ しか
し, なぜ 『リヴァイアサン』 (1651年) のような
政治学 (パーワーポリティックス) の書物を生み






















ある, と語っている (川瀬 1983, 174)｡ 先に述
べたように, 出版数から見ると, 仏書が最も多く,
ついで儒書が多い｡ 今田は 『元禄太平記』 (1702
年) の面白い文章を紹介しているので, ここに引
用したい｡ 『元禄太平記』 の中で, 書商が乱立し
て本屋商売がむずかしくなっているグチが語られ
ている｡ ｢『朱子文集』 百冊など出して, どれほど
売れるか心もとないことだ｡ こんなむずかしい本
を読む人は唐本 (原典, 大内挿入) をもちいるに
ちがいないから, 和板は売れないだろう｡ あきな
いは, 好色本か重宝記 (簡易百科事典, 大内挿入)
のたぐいがましじゃ, と雑談している｣ (今田













といえる｣ と述べている (川瀬 1983, 210)｡ し
かし, 本当にそう考えて良いのか？
17世紀後半に, 大坂の新興書商が西鶴本をヒッ





る (今田 1977, 41)｡ 河内富田林の富商の蔵書内
容は, 1661年頃の出版書が多く, 次のような種
類だった｡
漢書, 仏典, 小説, 和歌, 俳諧, 謡本, 論語,
孟子, 大学, 様々な通俗的教養書である万宝, 全
書, 塵劫記 (算術), 大雑書, 医道日用重宝記,
商人職人懐日記, 養生訓 (貝原益軒), 家道訓,
女大学宝箱, 女源氏教訓鑑, 西鶴もの, 他
1661年のロンドンはピューリタン革命の直後
で, 好色ものなどもってのほかであっただろう｡
有名なピープスの日記 (臼田 1982) は好色に関
する内容で知られているが, 暗号で記されている
のである｡ また 18世紀イギリスのブッククラブ
の蔵書と比べてどうであろうか (清水 1999, 57；























1977, 43)｡ 俳諧人口は 1650年頃から増加が目立
ち, 1656年の選集にみられる貞門の俳人は 37カ







しむべし, 知らしむべからず｣ (依存させよ, 知
古書と出版の比較文化論82
















































ことである｡ また日本では, 早くも 17世紀中に































小が看取される｡ 寛文年間 (1661～1672年) の
統制がわが国初の出版統制と考えられてきたが,
今田氏の最新の著書 (今田 2007) によると, 日
本史上初の出版統制は, 京都所司代から京都町衆
に発せられたもので, 明暦三 (1657) 年である｡
古書と出版の比較文化論 83
背景には前節で述べたように京都出版界の著しい
隆盛があった｡ 寛永十八 (1641) 年に三大将軍家
光が下命して, 大名・直参諸家の系図を集めさせ
た｡ 数千の家譜が集まり, 林羅山らが, それらの
真偽を正して 『寛永諸家系図伝』 を編纂にとりか








寛文年間の触は, 板木屋 (江戸, 通油町の板木屋










た (今田 2007, 58)｡













もない, 天和元年の江戸で 11月, 12月と続いて
2度大火が起こり, 再び翌二年 11月に 3度目の





















































くまで, ｢風かはったぞや, ゆかしいぞや, すたっ
たぞや｣ ((江戸の) 風向きがかわったよ, 面白そ













人々 (基角, 一蝶, 民部らの活動) が注目を浴び
た｡ 西鶴や近松は彼ら ｢浮世師｣ との交流があっ
た｡ 元禄十六年に近松から江戸の基角にあてた手






と思う…｣ (今田 2007, 110) と述べていること
を指摘している(1)｡ 元禄十六年二月には, ｢最近
の異事について, 謡曲や小歌につくり, またそれ











た｡ 4年後の宝永三 (1706) 年には, 時代を ｢太
平記｣ に, 場所を鎌倉に書き換えて, 名を大星由
良之助にして事件の末を上演した｡ さらに, 近
松の浄瑠璃 ｢相模入道千匹犬｣ では, 太平記とし


















た｡ 近松の 『曽根崎心中』 は事件の一ヵ月後に上
演された｡ 元禄十六年には, 大坂の本屋が 『京大
坂堺心中かのこ 名宿付』 という冊子を出してい
るが, 18件の心中事件の記録 (名前, 年齢, 場
所など) を作成している｡ このような情報に影響























枕』, などの読本で, 隠れて読まれるだけに, 批
判, 誹謗中傷もどぎつい｡ 陰喩でほのめかされた




京都町奉行の与力, 神沢杜口 (寛政七年, 1795
年 86歳没) の随筆 『翁草』 には, 将軍綱吉と側
近柳沢吉保について書かれた ｢密記｣ ｢秘説｣ の
写本が広く読まれていたことが書かれている (今
田 2007, 137)｡ 杜口によると, 綱吉の臨終まで
の経緯をこき下ろした ｢『日光邯鄲枕』 はいろい
ろ異本があったようだが, 初めは簡単な内容であっ
たのが, 増補され, 改作されるうちに, 大掛かり
な実録体小説へ変化していった｣ とされる｡ さら















た (今田 2007, 143)｡
報道倫理も何も無いところでは, 為政者は流言
や書本の流布に恐れをなしただろう｡ 見方を変え
れば, 手に負えないジャーナリズム (文芸) の暴
挙に知恵を絞って対処したのが, 享保六年から 1
年かけて練り上げた ｢出版条目｣ であったと言う




























道徳教訓の書 『六諭衍義』 と仮名書きの 『六諭衍
古書と出版の比較文化論86
義大意』 を刊行させ, 江戸中の寺子屋の師匠に与




る｡ 規制案については, 老中, 町年寄, 商人との
話し合いを繰り返して慎重に作成された (今田


































い ｢事実｣ は, 貸本屋のネットワークを通じて,
裏情報のルートで流通するシステムが確立してく
るのである｡ 市村佑一は, ｢公の情報ネットワー
ク｣ と ｢私の情報ネットワーク｣ (市村 2004) の
存在を指摘しているが, 私は ｢私｣ の部分につい







入道千匹犬』 は無視された｡ 『大塔の宮曦鎧 智略
の万歳』 (享保八年) の絵図が, 幕府批判の文言
があるので発禁になったが, その言葉を使う作品
が上演されても規制を受けていない｡ その刊行脚




















) は 『近代公実厳秘録』 『近
世公実厳秘録』 『当時珍説要秘録』 など, ｢公実｣
すなわち ｢政府の実態｣ というその題を見ただけ
で発禁書とわかるものである｡ 獄門に処せられた
のは, 宝暦八 (1758) 年で, そのきっかけは連続





































までの中央通りあたりに ｢通町組｣ と, 現在の日
本橋通一丁目東側あたりの ｢中通組｣ の二つがあ
り, 元禄二 (1689) 年に, ｢中通組｣ から分かれ





があった｡ ｢南組｣ メンバーは 16人で, その中に
須原屋一統の名が 5軒ある｡ 享保の頃 (18世紀
初頭) から, 地店の勢いが増し, 1750年を境に
江戸の出版数が上方を上回るようになる (今田
1977, 92)｡ 19世紀に入り, 文化六 (1809) 年に




あるが, 市兵衛出版の著者には, 平賀国倫 (源内),








茂兵衛ハ 丸の内｣ が 18世紀から 19世紀の出版
業界を簡潔に語っている｡ 蔦屋重三郎 (1750
1797) は 『吉原細見』 を売って, 経営を成功させ
たが, 須原屋茂兵衛は 『武鑑』 を売って経営の基




し江戸っ子の ｢はり｣ (突っ張り) を発揮した｡
蔦屋が最初に売った本は ｢吉原細見｣ (吉原遊
女の名簿・案内書) である｡ まもなく, 版権も入
手し次いで版元として吉原細見 『一目千本花すま
ひ』 (安永三年, 1774年) を刊行している｡ 自分
の地元振興の観光案内ともいえる｡ また同年, 福























｢つう｣ ｢はり｣ を洗練する場となっていた (今田








































に店を構える (天明三年, 1783年)｡ 書物屋への




やいなや, 蔦屋は寛政六 (1794) 年の 5月から 10











































享保元文の頃は 2,000人前後, 田沼時代 3,000
人弱｡ 寛政の改革で, 江戸市中の岡場所といわれ
た私娼の遊女が吉原に送り込まれ, 寛政七年に




三年の 7,197人である (西山 2006, 202)｡



























本や読売 (瓦版), 草草紙, 写本により時事に関









































いえ, 出版社 (書肆) の数は着実に増えていった｡
大和によると, 地方出版は寛政期頃から隆盛に向
かい, 地域的にも年代を追うごとに広がりを見せ
ている｡ 地方書肆の発生期 (寛永～延宝) には,
















地方書肆の主な出版物は, 歌書, 俳書, 地誌で
あるが, 神書・仏書は言うまでも無く高野山, 伊
勢山田, 奈良, などで出版され, 漢詩・漢学は広






できた書肆の数は 22に過ぎなかった｡ また, 後
期になると地方書肆は全国的な広がりをもって増
加するが, 出版活動の活発な地域と不活発な地域


























佐 賀 1 1
長 崎 4 5 7
熊 本 1 8 3
高 松 3 3
徳 島 3 4 5
高 知 2 2
杵 築 3 4
松 江 2 2
広 島 1 1 16 16
岡 山 3 1 2 2
倉 敷 5 3
姫 路 4 10 6 12
有 馬 1 6 7
岸和田 1 4
高野山 7 5 5 4 2
和歌山 4 23 19
奈 良 2 4 1
山 田 1 23 16 12
津 1 7 17 19
松 坂 9 17
岐 阜 3 2 1
金 沢 9 2 10 15
富 山 4 5
善光寺 4 4
松 本 1 3 3
甲 府 3 11
日 光 1 2
水 戸 2 4 6 8
山 形 2 4
仙 台 1 7 23 33 19








本の見料 (見賃) は, 年末にまとめて請求される｡
最も古い絵では, 1678年の 『吉原恋の道引』 の
挿画に貸本屋の配達人が描かれており, そのほか
にも吉原遊廓内に本売りが入り込んでいる絵があ
る｡ 長友千代治氏は, ｢当時は知的で, はでな,
格好のよい商売ではなかったかと想像される｣ と
述べている (長友, 32)｡ 貸本屋の扱った本は娯
楽書で, 寛永年間 (1624～43) に仮名中心の小説,
実用書, 娯楽読物が出版されはじめ, 商業本屋が
増加し始めるのと軌を一つにしている｡ 1669年


















































































1747年 『難波丸網目』 では大坂だけで, 書物屋
仲間百余軒と記載され, 1777年 『難波丸網目』
には二百軒と倍増している｡ その後文化六
(1809) 年に 190名の貸本屋 (世利子)の仲間がい
たが, 翌七年には 350余と倍増している｡ これら
の現象について, 長友氏は, 無認可 (無株) で営
業していた貸本屋が一挙に貸本屋仲間に登録した
ことによると解釈している｡
同じ時期の江戸で, 文化五 (1808) 年に, 貸本
屋組合が 12組, 世話役 33人, 総数 656人の貸本
屋が記録されている｡ 天保三年には 800軒営業し
ていたことが 『江戸繁盛記』 に記されている (長








江戸の貸本屋の立地は, 書物 (ものの本) 問屋
が通町組, 中通組, 南組の三組に分かれて日本橋
京橋界隈に集中していたのに対して, 品川, 三田,




























で, 写本, 副写本を作らせて貸本にあてた｡ 特に


















1982, 53)｡ 現代の神田神保町の市会は, このあ
たりまで源流に遡れるといえよう｡ 担い手はまっ
たく新たな人々であるが, 取引手法が非常によく












いたと考えられる (長友 1982, 55)｡ また, 貸本
屋は全国に普及していただけでなく, 同一地方に
も, 何軒もの貸本屋があった｡ 例えば尾張三河地
















をしていたのである (西山 2006, 67)｡
図書館のようになった貸本屋が大野屋である｡
明治 31年に廃業した名古屋の大貸本屋大野屋は,





第 3節 地方書店 (地店・地本屋) のネット
ワーク化
鈴木俊幸の研究によると, 売弘拠点一覧を備え






1846年) に, ｢俳諧または歌読, 画師或いは素読,
筆道, 石印師, 生け花｣ などの趣味を村人たちが
持つようになり, ｢今は無筆の人なし｣ とまで言っ
ている｡ この十数年の間に人々が開けてきたとい




崎, 佐原, 芝の岡田屋の三軒が載っている｡ それ
が同じ刊行元の嘉永三 (1850) 年 『女庭訓宝文庫』
























下層の庶民である丁稚, 小僧, 中間, 奴までが本
を読んでいることが知られる (今田 1977, 186)｡






















た｡ 庶民の初等教育, 特に農村部では, 寺院にお
いて行われた｡ 都市部では, 私宅が多かった｡ 日
本教育史資料によると, 明治 16年頃行われた調
査で, 全国に, 私塾 1,492件, 寺子屋 15,974件が
存在した｡ 江戸に限定してみると, 東京府の 488
件のうち, 297件が江戸市中にあり, そのうち 74
件が明治に入ってから設立されてものであるので,
明治以前のものは不明を除き 223件であるという｡
その習字師は, 士族 125人, 平民 155人, 僧侶 9





と推測される (村田 2006, 98)｡ 村田によると,
1792年の伊勢の国のある寺子屋の手習の内容は,
仮名, 文章, 人名, 村名, 五十三次, 国尽, 商売
往来, 消息往来で, 終了後の上級者は武家諸法度,
自遣往来, 今川, 女消息往来, 手習教訓書を学ん
でいた｡
第 2節 独学のすゝめ
福沢諭吉の ｢学問のすゝめ｣ 合本の序文に, 明
治五年から九年までに初編 ｢学問のすゝめ｣ から
















とは, いわゆる ｢四書五経｣ のことであり,
四書は ｢論語｣ ｢大学｣ ｢中庸｣ ｢孟子｣, 五経は






師｣ あるいは ｢個人教授｣ といった意味であろう
か｡ 佐藤俊幸は, 江戸中期から幕末期にかけての
書籍 『経典余師』 の普及に着目し, ｢学問の流行｣
をとらえて, 『江戸の読書熱 自学する読者と












｡ コケ (愚歯) な八兵衛をも明るくし, 土手の
八町をも照らして, 徳に入るの大門口に至らしむ
の, はやかご (籃輿) は, 此れにしくもの有べか
らず｣(3) (鈴木 2007, 154)｡
初版の天明六 (1786) 年 『経典余師四書之部』
から天保十四 (1843) 年 『経典余師近思録』 まで,
十種類出版された｡ 平仮名によって意味と読み方
を懇切に示し, 素読・独習(4) の手引きとされた本
である｡ この本のもつ歴史的意味は, 漢籍 (哲学
古書と出版の比較文化論 95
書) の普及版であるという点以外に, その本づく
りの様式 (ビジネスモデル) にあった｡ ｢聖教を






めに, 著者である渓百年 (溪世尊) は学派からは
無視され, 今日に至るまで無視されていたに等し
い扱われ方であった (鈴木 2007, 149)｡
京伝・蔦屋グループはもう少し穏健路線であっ
ただろう｡ 1790年刊の黄表紙 『心学早染草』 で,
｢善玉｣ ｢悪玉｣ の趣向で評判をとった｡ 当時江戸
においては, 中沢道二 (17251803) と ｢石門心
学｣ が流行していた｡ 心学は理屈臭いものである




作品群 『即席耳学問』 『忠孝遊仕事』 などを次々
と出版した｡ こうした道徳の絵本は, 母親が幼児
子どもに読み聞かせたのであった｡
｢平易に ｢道｣ を説き, ｢道｣ に導いてくれるか
もしれないこれら師匠要らずの新たな書籍は, 本
を読んで ｢道｣ に参与しようと意欲的な新たな読















ごとに名前 (号) を変えている例は, 甫斎, 万蔵,














2007, 210)｡ 人々は, 知識や娯楽を共有し, 保存
し, 伝えることの重要性を意識している｡
さらにもっと明らかな読者集団として, 私塾の

















俳諧組織を全国に築いた (田中 1992, 87)｡ 俳諧






























































( 2 ) 文屋の康秀 吹くからに 庭の草木のしおるれ
ば むべ山風をあらしというらん
( 3 ) 大内が現代標記に直した｡
( 4 ) そどく｡ 漢籍学習の初歩で, 意味はさておき,
声をたてて読むことを基本とした｡ この方法は,
和歌や連歌の伝統を顧みればごく自然な大和的な
学習方法であったし, 伝統的に読経 (仏教典) が
日常的であったから, 救済の次に知的問いかけ,





















岩波文庫・青 1151｡ 岡倉は武士道を死の術, 茶
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